
●照射方向は、建造物とアームとの位置関係に注意して反射鏡が建造物に触れないようにしてください。 

●投光器は下図のように可動範囲内で使用してください。 

　※１：ランプの点灯姿勢に制限がありますので、ランプの使用可能範囲をご確認のうえ、ご使用ください。 

● 投光器は建造物の取付面に図１の取付穴間隔で取付ボルトM16を２本設置し、取付台を挿入して平座金、バネ座金、

ナットで確実に締付けてください。取付けが不完全な場合、器具落下によるケガの原因になることがあります。

各部の名称（一部省略抽象化してあります）

１．投光器の取付

●結線BOXカバーをネジ２本を緩めてカバーを取外してください。 

● 安定器の二次側配線は600V架橋ポリエチレン絶縁ビニールシース

ケーブル （CVケーブル） と同等以上の性能を有する仕上外径φ10

～14mmの２mm2３心ケーブルを、ケーブル締付ナットを通して、図２

のように端子台に結線して３心ケーブルをケーブル押えにて固定し

てください。 

● 結線BOXカバーをネジ２本を均等に締付けて雨水が入らないよう

に確実に取付けてください。また、ケーブル締付ナットも雨水が入

らないように確実に締付けてください。 

● 器具のアースは、結線BOX内のアース端子、または外部アース端

子を利用して、 Ｄ種接地工事をおこなってください。

２．電源線の接続

●ランプの取付、および交換の前に感電防止のため主電源を切ってください。 
●器具の外面が充分に冷えていることを確認してください。熱い状態での作業は手をやけどします。 
●※３：ランプの取付、および交換の前に手の保護として手袋（綿手、軍手等）の着用をしてください。 
●ランプの取付、および交換は図３に従っておこなってください。

３．ランプの取付、および交換

● 照射角度の調整は、図４のように蝶ナットを緩め、次にハンドルを緩めて、目盛りを見ながら照射角度を調整して、
ハンドルを再び緩みのないように締付け、確実に固定してください。 

● 照射角復帰板を器具の照射角度方向へ止まるまで回し、復帰板が止まったところで、緩めた蝶ナットを再び緩みの
ないように締付けて照射角復帰板を確実に固定してください。 

　※この手順は器具の照射角度を機械的に記憶させる作業ですので、必ずおこなってください。 
● 照射角復帰板は器具の照射角度を、機械的に記憶させる機構になっておりますので、一度記憶させた角度は、蝶ナッ

トを緩めない限り、照射角復帰板は動きませんので、記憶させた角度は変わりません。ただし、ハンドルを緩めた
状態で器具を上下方向へ急激に動かすと照射角復帰板が動いてしまいますので、器具を上下方向へ動かす時はゆっ
くりと動かしてください。 また、照射角復帰板が動いてしまった場合と照射角度を変更される場合は、図４の手順
を最初からおこなってください。 

●照準器による照射角度の微調整をご希望の場合は、最寄りの弊社営業所までご連絡ください。

４．照射角度（上下方向）の調整

ハンドル

落下防止ワイヤ 結線BOXカバー

結線BOX

光源筒

パチン錠

主反射鏡支持枠

俯角板 照射角復帰板

前面ガラス

R55

M16六角ナット、バネ座金、平座金

18穴

18

取付台正面図

取付台

M16取付ボルト

55

35

90°

60
°

※１：可動範囲

※１：可動範囲

水平な面に
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１：左右のパチン錠を
　　外方向へ動かし、
　　外してください。

※３：手の保護と安全の為に
　　　手袋を着用してください。

２：光源筒を後方向に引き、
　　支持枠から外してください。

３：外した光源筒を落とさないように注意し、
　　使用するランプを光源筒の中にあるソケットに
　　緩みのないように確実にねじ込んでください。

支持枠

使用するランプ

位置決めガイド凸

位置決めガイド凹
４：支持枠と光源筒がずれないように
　　位置決めガイド凹と凸をあわせる

６：光源筒側に押し込んでください。

※３：手の保護と安全の為に
　　　手袋を着用してください。

支持枠

光源筒

５：左右のパチン錠を
　　支持枠側に引っかける

３：目盛りを見ながら照射角度を調整する

２：ハンドルを緩める

１：蝶ナットを緩める

目盛針

５．上向の場合は上向方向へ

５．下向の場合は下向方向へ
５： 照射角復帰板を

照射角度方向へ
止まるまで回す

照射角復帰板

４：ハンドルを締付て
　　投光器を固定する

６：蝶ナットを締付けて
　　照射角復帰板を固定する

（例）下向60°の場合
※上向の場合も手順は同じです。

図３

図４

※ 照射角復帰板で照射角度
を記憶させた後に　ラン
プ交換等でハンドルを緩
めた状態で器具を急激に
動かしますと　照射角復
帰板が動いてしまいます
ので　器具はゆっくりと
動かしてください

光源筒

LLPM00046－2

製　品　概　要
名 称 アクロスター

仕 様 一般仕様 ステンレス仕様 一般仕様内蔵ルーバ付 ステンレス仕様内蔵ルーバ付

形 式

H5322S

H5321SZ

H5322SZ

H5322D

H5321DZ

H5322DZ

H5312S

H5311SZ

H5312SZ

H5312D

H5311DZ

H5312DZ

H5322SL

H5321SZL

H5322SZL

H5322DL

H5321DZL

H5322DZL

H5312SL

H5311SZL

H5312SZL

H5312DL

H5311DZL

H5312DZL

適 合 ラ ン プ
MT1500B/BH－M（－UVC）, MT1000B/BH－M（－UVC）, NHT940LS, NHT660LS, 

MT1500B－D/BH, MT1000B－D/BH

質 量 8.8kg±10％ 9.0kg±10％

※1 可 動 範 囲 上向90°～水平０°～下向60°まで

　 使 用 場 所 屋外の一般的な場所

　 防 水 性 能 防雨形

※2 使用温度範囲 －５℃～ 35℃ （1500W使用時は30℃）

被照射面との距離 3m以上

　安全に関するご注意
●枯葉や枯枝が前面ガラスに舞い落ちるような場所では、外付ルーバと組み合わせて使用しないでください。 

　発火の原因となります。 

●草や木で前面ガラスが覆われるような場所では使用しないでください。発火の原因となります。 

※２：1500Wのランプを屋内で使用される場合は、使用温度範囲にご注意ください。 

　　　使用温度範囲を超える場所で使用されますと、器具の劣化、および事故の原因となります。

　使用上のご注意
● ご使用中にガラスや反射鏡が、若干白く曇る場合があります。 シリコンゴムパッキンから発生する微量の揮発ガス

ですので、異常ではありません。柔らかい布等で拭いてからご使用ください。
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